
⽇本微⽣物資源学会第 32 回⼤会プログラム 
 
会 期：2026 年 9 ⽉ 2 ⽇（⽔）〜4 ⽇（⾦） 
会 場：⽯巻専修⼤学 5 号館 5301 教室および学⽣ホール 

https://www.senshu-u.ac.jp/ishinomaki/access.html 
（〒986-8580 宮城県⽯巻市南境新⽔⼾ 1 番地） 

⼤会参加費 
正会員：6,000 円 
⾮会員：8,000 円 
学⽣：3,000 円 
名誉会員：無料 
賛助会員：1 名無料，2 名以降は 6,000 円 
機関会員（機関に所属する⾮会員）：2 名まで 6,000 円，3 名以降は 8,000 円 

 
情報交換会 

会場：いしのまき元気いちば（https://www.genki-ishinomaki.com/#access） 
参加費：7,000 円（学⽣：3,000 円） 

 
⼤会参加費および情報交換会参加費の振込先 

8 ⽉ 12 ⽇（⽔）までに下記の⼝座にお振込みください． 
七⼗七銀⾏ ０１２５，蛇⽥⽀店 普通⼝座 
店コード ４１１，⼝座番号 ５０６２６１０ 
⽇本微⽣物資源学会第 32 回⼤会 
（⼿数料は各⾃でご負担お願いします） 

※可能でしたら振込に際し振込額の内訳をご記⼊願います。 
 
⼤会事務局（代表）：〒986-8580 宮城県⽯巻市南境新⽔⼾ 1 番地 

⽯巻専修⼤学 理⼯学部 ⽣物科学科 宮嵜研究室 
Tel：0225-22-7716（内線 3148），E-mail：jsmrs32@edu.isenshu-u.ac.jp 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

https://www.senshu-u.ac.jp/ishinomaki/access.html
mailto:jsmrs32@edu.isenshu-u.ac.jp


⽯巻専修⼤学へのアクセス・キャンパス案内 
・電⾞・路線バスを利⽤する場合 

⽯巻駅（JR 仙⽯線・仙⽯東北ライン）下⾞ 
⽯巻駅前「乗り場１」からミヤコーバスにて、「⽯巻専修⼤学前」下⾞（所⽤時間約 20分） 

・⾼速バス（仙台市内からお越しの場合）を利⽤する場合 
 ミヤコー⾼速バス 仙台−⽯巻線（⾃由乗⾞制） 
 仙台駅前から乗⾞する場合：仙台駅⻄⼝⻘葉通 21 番乗り場、終点「⽯巻専修⼤学」下⾞ 
 （所⽤時間約 90分） 

※アクセスに利⽤する公共交通機関の本数は多くありませんので、時刻表をよくご確認の上お越
しください 

・⾞でのアクセス 
 三陸⾃動⾞道 ⽯巻⼥川インターチェンジより５分 
 
参考：⽯巻地区のバス情報 
⽯巻地区バス時刻表 

https://www.city.ishinomaki.lg.jp/cont/10053500/bus/20130322165030.html 
⽯巻専修⼤学線時刻表 

https://www.city.ishinomaki.lg.jp/cont/10053500/bus/Ishinomakisenshudaigakusen_weekday_20
260314.pdf 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
昼⾷ 
会場での飲⾷はできます．会期中は学⾷が休業中になっています．なお学内コンビニエンスストア 
および徒歩10分以内のところにコンビニエンスストア，⾷事のできる居酒屋はあります． 

https://www.city.ishinomaki.lg.jp/cont/10053500/bus/20130322165030.html
https://www.city.ishinomaki.lg.jp/cont/10053500/bus/Ishinomakisenshudaigakusen_weekday_20260314.pdf
https://www.city.ishinomaki.lg.jp/cont/10053500/bus/Ishinomakisenshudaigakusen_weekday_20260314.pdf
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 プログラム 

【⼝頭発表】9 ⽉ 3 ⽇（9：30〜11：45） 発表 12分・質疑 3分  3F 5301 教室 

O-1（9：30〜9：45） 
ウイルス種名の⼆名法への移⾏と農業⽣物資源ジーンバンクにおける命名体系の対応 
⼀⽊（植原）珠樹 1，⼭﨑福容 2，佐藤衛 1 

1農研機構 遺伝資源研究センター，2農研機構 企画戦略本部 
O-2（9：45〜10：00） 

全ゲノム配列に基づく細菌分類のための解釈可能な深層学習モデルの開発 
○⻄⽥暁史 1，⾚塚⼤悟 1，河村かれん 1，篠⽥紘伸 1，中村元 1，藤⽥信之 1，志波優１,⽥中尚⼈１ 
1 東京農業⼤⽣命 

O-3（10：00〜10：15） 
6Sアンプリコン解析における機種間バッチ効果の統計的補正：低バイオマス試料の疎性が規定
する限界 
○柴⽥未央，宮崎智 
東京理科⼤学⼤学院薬学研究科薬学専攻 

O-4（10：15~10：30） 
ラン藻種の基準株がABSに抵触して分譲できない〜原産国との交渉による解決事例の報告 
⽥辺雄彦 1，⽯⽥孝英 1，鈴⽊重勝 1,2 
1国環研・⽣物多様性，2筑波⼤・⽣命環境 

休憩（10：30〜10：45） 
O-5（10：45〜11：00） 

Paenibacillus silagei 137株はシロイヌナズナの耐塩性を向上させ、アッケシソウの⽣育を促進
する 
○村上陸 1，⽥中尚⼈ 1, ⼩嶋美紀⼦ 2, 榊原均 2,3，渡邊雄⼀郎 1 齋藤宏昌 1, ⼭本紘輔 1 

1 東京農⼤微⽣物, 2 理研 CSRS, 3 名⼤⽣命農 
O-6（11：00〜11：15） 

⾝延⼭由来野⽣酵⺟のビール醸造適性スクリーニングおよび Lachancea thermotolerans選抜株
の醸造特性 
○安⽥翔哉 1，浅野秀⼈ 2, ⾦岡義朝 2, ⼄⿊美彩 1 
1⼭梨⼤学ワイン科学研究センター, 2 合同会社 Bande Brewing 

O-7（11：15〜11：30） 
⿃類により分散される Cladosporium cladosporioides種複合体の分類学的多様性 
○柴⽥紗帆 1，橋本陽 2，新井優梨花 3，舘坂珠季 3，⼤熊盛也 2，村上正志 3，⾼橋弘喜 1 
1千葉⼤真菌センター，2 理研 BRC JCM，3千葉⼤理 

O-8（11：30〜11：45） 
⽇本の彩雪サンプルから得られた氷雪性緑藻シストの分⼦系統解析 
○松﨑令 1，野崎久義 2，河地正伸 3 

1 ⼤阪⼯⼤・⼯，2 ⽇本⼥⼦⼤・理，3国⽴環境研・⽣物 



【ポスター発表】  
9 ⽉ 3 ⽇（奇数番号 12：40〜13：20・偶数番号 13：20〜14：00）  3F 学⽣ホール 

P-1 有⽤ヒト腸内細菌の効率的分離戦略の構築−約 8,000株の分離株コレクションから紐解く− 
 ○久富敦 1，⼤熊盛也 1，坂本光央 1,2 

1理研 BRC-JCM，2東農大 総研 

P-2 農業⽣物資源ジーンバンク植物病原細菌株の再同定 
 ○染⾕信孝 1，中原浩貴 1，澤⽥宏之 1，佐藤衛 2，諸星知広 3 

1農研機構・植防研，1農研機構・資源研，3宇都宮大・工 

P-3 天然ガス回収施設からの鉄腐⾷性硝酸塩還元菌の分離 
 ○飯野隆夫 1,2，砂場敏⾏ 3，若井暁 4，⼤熊盛也 1 

1理研 BRC-JCM，2東京都立大学院，3（株）INPEX，4JAMSTEC 

P-4 Phylum Bacteroidetes に属するMarivirga tractuosa 2株の再同定 
 ○村松由貴，髙橋⿇⾐，鎌倉由紀，中川恭好 

独⽴⾏政法⼈製品評価技術基盤機構バイオテクノロジーセンター 
P-5 各種界⾯活性剤および酵素による⼟壌の前処理が放線菌の選択分離に及ぼす影響 
 ○髙⽊智代，榎本成美，仲丸真紀⼦，⽥村朋彦，浜⽥盛之 

独立行政法人製品評価技術基盤機構バイオテクノロジーセンター 

P-6 酒まんじゅう酛から分離した Pseudoclavibacter 属の新種提唱 
 ○浜⽥盛之 1，佐野⿓太郎 1，宮下美⾹ 1，近藤真⼀ 2，吉村明浩 2，澤井美伯 2，北野英樹 3，

⽥村朋彦 1 
1製品評価技術基盤機構・NBRC，2岐阜県食品科学研究所，3金蝶園総本家 

P-7 Umbelopsis 属菌の菌⽷から分離された Collimonas 属細菌のゲノム解析 
 ○⾼島勇介 1,2，成澤才彦 1,2 

1茨城大・農, 2茨城大・Gtech 

P-8 スギオシロアリから単離した Chryseobacterium 属とOlivibacter 属の新規細菌の性状解析 
 ○⽥村真⼤ 1，⾼島勇介 2,3，野⽥悟⼦ 1,2 

1茨城大・院・理工, 2茨城大・Gtech, 3茨城大・農 

P-9 温泉微⽣物マットから単離された優占化学合成細菌の性状と系統解析 
 ○久保⽥啓介 1，河合繁 2，松浦克美 1,3，ショーン・エリン・マックグリン 1,4,5 

1東京科学大学地球生命研究所, 2豊橋技術科学大学, 3代謝初期進化研究所,  
4ブルーマーブル宇宙科学研究所, 5理化学研究所環境資源科学研究センター 

P-10 放線菌 Trh-DRL3H株を⽤いた新規な⼩型寄⽣細菌の共培養による分離 
 〇松尾 恵⾥⼦ 1，飯⽥ 敏也 2，野⽥ 悟⼦ 1，⼤熊 盛也 2 

1茨城大学大学院理工学研究科，2理研 BRC-JCM 

P-11 ⼆種株混合接種によるシロイヌナズナの耐塩性向上効果の検証 
 ○加藤広⼤ 1，⽥中尚⼈ 1，渡邊雄⼀郎 1，齋藤宏昌 1，⼭本紘輔 1 

1東農大微生物 

 



P-12 NAD要求性乳酸菌をコアとするクマバチ属固有の新奇腸内細菌叢の解析 
 〇根本恭佑，⼩野未莉，川﨑信治 

東京農⼤⼤学院 分⼦微⽣物学専攻 
P-13 坂⼝ら（1937）によって報告された国産ワイン酵⺟の再検討 
 ○森⾕千星，⽥渕由希⼦，稲葉重樹，⼭⼝薫 

独立行政法人製品評価技術基盤機構バイオテクノロジーセンター 

P-14 輸⼊感染症例におけるカンジダ・アウリス株の全ゲノム解析および系統学的解析 
 ○アレシャフニ ムハンマドマハディ１，⽥村俊１，⼩森綾１，⻄⼭彌⽣１，清祐⿇紀⼦２，    

槇村浩⼀１ 

１ 帝京大学医真菌研究所（TIMM）,  2  九州大学病 

P-15 会員制医真菌研究・診療⽀援【ClubFungi】 
 ○⼩森綾 1，アレシャフニ ムハンマドマハディ 1，⼭⽥剛 1，宮下惇嗣 1，⽥村俊 1，加納塁 1，

槇村浩⼀ 1 

1帝京大学医真菌研究所 

P-16 岩⼿⼭で⾒出されたHumidicutis (Hygrophoraceae, Agaricales)属 
 安藤洋⼦ 1，○宮嵜厚 1 

1石巻専修大理工 

P-17 ゲンチアナリン及びマクロライド化合物の⽩癬菌への薬剤感受性について 
 ○森雄吾 1，⽮⼝貴志 1, ⽯和⽥稔彦 1，渡辺哲 1，鄭真宇 2, 中⽥慶 2, ⽊地翔⼤ 2, 平賀駿星 2, 

村⽥貴嗣 2, 椎名勇 2 

1千葉大学真菌医学研究センター，2東京理科大学 理学部第一部応用化学科 

P-18 (SyNQA)：相互作⽤を考慮したマイクロバイオームの特徴量選択のための組み合わせ最適
化フレームワーク 

 ○有⽥和⽣ 1，宮崎智 1 

1東理大院薬 

P-19 Botryococcus braunii の新規核ゲノム配列構築 
 ○越智裕⽃ 1，河村耕史１，岡⽥茂 2，⽩澤健太 3 

1大工大・工,2東大・農, 3かずさ DNA 研 

P-20 炭化⽔素産⽣藻Botryococcus 属 150株のGRAS-Di法を⽤いたゲノム多様度解析 
 ○⻄中⽇菜⼦ 1，河村耕史 1，岡⽥茂 2 

1 ⼤⼯⼤・⼯，2 東⼤・農 
P-21 強光耐性微細藻類の探索と光防御機構の解析 
 ○渡部陽向，原⽥⽻⾐，豊島拓樹，川﨑信治 

東京農業大学大学院分子微生物学専攻 

P-22 海産微細藻類⽤モジュール型⼈⼯海⽔培地の開発 
 ○河地正伸，⽥辺雄彦，越川海 

国立環境研究所 

 



P-23 農業⽣物資源ジーンバンク事業の微⽣物部⾨（NARO-MAFF）における 2025 年度の活動と
成果 
○柴⼭洋翔 1，埋橋志穂美 1，栢森美如 1，⼀⽊(植原)珠樹 1，⼭﨑福容 2，佐藤衛 1，柳澤  
貴司 1 

1農研機構資源研，2農研機構企画戦略本部 
P-24 理研 BRC-JCMの 2025 年度活動報告 
 ○森下⽺⼦, 飯⽥敏也，坂本光央，飯野隆夫，加藤真悟，遠藤⼒也，橋本 陽，⻄原      

亜理沙，押⽥祐美, 清⽔美智留，鈴 幸⼆，岩城志乃，⼤熊盛也 
国⽴研究開発法⼈ 理化学研究所 バイオリソース研究センター 微⽣物材料開発室 

P-25 NBRCカルチャーコレクション 2025 年度事業報告 
○安齋こずえ, ⽥村朋彦, 荒川貴⾏, ⻄村美恵⼦, ⽥部恵美,  ⻑⾕川早苗, 松原亨⼀, 福永   
幸代, 荒⽥芙美⼦ 
独・製品評価技術基盤機構（NITE）バイオテクノロジーセンター（NBRC） 

P-26 NIES 藻類コレクションの 2025 年度活動報告 
○森 史 1，⽯本美和 1，佐藤真由美 1，⼭本荷葉⼦ 1，⼤⽥修平 1，鈴⽊重勝 1,2，ノエル    
マリーエレン 1，野崎久義 1,3，河地正伸 1，⽥辺雄彦 1 
1国⽴環境研究所，2筑波⼤学⽣命環境系，3 東京⼤学⼤学院理学系研究科 

P-27 JIHS感染研・薬剤耐性菌バンク（JARBB）の 2025 年度活動報告 
○菅原庸, 荒井千夏，⼤⻄真 
国⽴健康危機管理研究機構 国⽴感染症研究所 薬剤耐性研究センター 

P-28 FMRC 2025 年度事業報告 
○早⼄⼥梢，尾崎佑磨，霜村典宏，會⾒忠則，Nanthawan Kaeoniwong，⼀柳剛 
⿃取⼤学農学部附属菌類きのこ遺伝資源研究センター 

P-29 2025 年度NRIC 活動報告 
〇⽥中尚⼈ 1,2, 坂本綾⼦ 1 
1 東京農⼤微⽣物リソースセンター，2 東京農⼤⽣命科学部 
 

【⽇本微⽣物資源学会受賞講演】9 ⽉ 3 ⽇（15：10〜16：50）   3F 5301 教室 
学会賞（15：10〜15：50（講演時間は 35分）） 

病原細菌のゲノムと病原性についての研究およびバイオリソース整備 
飯⽥哲也 
⼤阪⼤学微⽣物病研究所 

奨励賞（15：50〜16：20（講演時間は 25分），16：20〜16：50（講演時間は 25分）） 
難培養性真菌類の系統分類に関する研究 
橋本陽 
理研 BRC-JCM  

ヒト腸内由来の未培養・難培養細菌の分離・系統分類に関する研究 
久富敦 
国⽴研究開発法⼈理化学研究所バイオリソース研究センター微⽣物材料開発室 



【実務ワークショップ】9 ⽉ 4 ⽇（9：00〜10：30）    3F 5301 教室 
「植防株関連実務におけるスマート化の展望」 
W-0（9:00〜9:05） 

開会の挨拶 
埋橋志穂美 
農業・⾷品産業技術総合研究機構遺伝資源研究センター 

W-1（9:05〜9:20） 
理研 BRC-JCMにおける植物防疫規制菌株の取扱いの現状と課題 
押⽥祐美 
理化学研究所バイオリソース研究センター・JCM 

W-2（9:20〜9:35） 
NBRCにおける植防菌の管理と課題 
浜⽥盛之 
製品評価技術基盤機構・NBRC 

W-3（9:35〜9:50） 
微⽣物株の輸⼊に係る植物検疫の⼿続きについて 
松本貴幸 
横浜植物防疫所業務部種苗担当 

総合討論（9:50〜10:25） 
閉会挨拶（10:25〜10:30） 
 
【公開シンポジウム】9 ⽉ 4 ⽇（10：40〜12：45）    3F 5301 教室 
「“推し”の微⽣物：系統保存とその利活⽤」 
S-0（10：40〜10：45） 

公開シンポジウムを開催するにあたって 
宮嵜厚 
⽯巻専修⼤学理⼯学部⽣物科学科 

S-1（10：45〜11：15） 
“推し”の微⽣物ヒゲカビ：過去・現在・未来 
○宮嵜厚 1，⼤瀧保 2 

1 ⽯巻専修⼤理⼯，2 東北⼤名誉教授 
S-2（11：15〜11：45） 

⽕⼭地帯に由来する魅⼒的な微⽣物資源〜クテドノバクテリア・ボルカニミクロビオタ・ 
巨⼤微⽣物マット「天狗の⻨飯」〜 
○⽮部修平 
理化学研究所・環境資源科学研究センター 

  



S-3（11：45〜12：15） 
NBRPにおける細胞性粘菌の保存と利活⽤ 
○桑⼭秀⼀ 
筑波⼤⽣命環境系 

S-4（12：15〜12：45） 
ゾウリムシの特徴とその利活⽤ 
○度会雅久 1，橘理⼈ 2，渡邉健太 1 

1⼭⼝⼤共同獣医，2⼭⼝⼤⼤研機構 


